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Ⅰ 今月の鳥・ノビタキ

①枚方淀川探鳥会でのノビタキ 次ページの探鳥会観察リストは、平が牧野探鳥会リーダーとして参加した2012年1月～

2023年12月まで12年間での鳥の観察回数を記録した。観察回数が一番多いのはNo463ヒヨドリの115回であるが、No542ノビタキ観察回

数は13回、すなわち一年に1回程度観察しているとの結果である。

ノビタキは春の渡りでも観察することがあるも少なく、ほとんどは秋の渡りで観察している。

牧野駅スタートの頃は10月探鳥会は、「ノビタキコース」と称して、牧野ゴルフ場の駐車場近くを回るコースに変更して、ノビタキを観察して

いた。現在の枚方淀川コースでは御殿山駅への堤防付近の田んぼにノビタキがいる筈なので、探して観察したい。

③ノビタキ繁殖地
(全国鳥類繁殖調査）

（鳥類繁殖分布調査会）

本州中部・北部の高地

と、北海道全域に夏鳥と

して分布する。

北海道では海岸近くの

草原や、農耕地などの

開けた環境で繁殖する。

1990年代から2010 年代

にかけて、北海道では

記録メッシュ数が増加

している。

②大阪府のノビタキ→
(大阪府鳥類目録2016）

大阪府での観察状況を

春と秋で比較してみると

右図の通り、春より秋が

観察範囲が広い。

枚方淀川探鳥会での

観察頻度と同様、春の

観察はあまり多くない

ことがわかる。

←ノビタキ2態
今月は秋の渡り鳥のノビタ

キを見たいとの思いがあり、

２年前探鳥会（20221002）で

幅良三氏が写された秋のノ

ビタキ雄・雌を並べました。

今日も観察できれば、良い

のですが。

春のノビタキ雄 沖光二（20190406）

雄 秋のノビタキ 幅良三（20221002） 雌
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Ⅱ 探鳥会観察チェックリスト
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（写真 平 軍二）Ⅲ 先月(9月1日)探鳥会報告 出発地点でイソヒヨドリ、淀川堤防に出たところで
いつものアオサギ、河川敷に入ると草むら上を飛び回
るツバメ、草むらを歩くハクセキレイ、草むらから
木々へ移動するムクドリ・モズ、久しぶりにヒバリの
飛翔も見ることができた。
淀川本流は流れが速く浅瀬もなく水面に顔を出した木
の枝にカワウ、河川公園「多自然池」で流れてきたご
みの近くで餌探しをしているカルガモがいたのみだっ
た。天野川合流付近ではアオサギ・ダイサギ・コサギ
のサギ3種を確認、カワセミ・イソシギも飛んだ。磯
島グランド南側の野鳥通りといわれていた樹木伐採地
は、この半年で２〜３ｍの草丈になったオオブタクサ
に一面覆われたが、その上をコシアカツバメ・イワツ
バメが群舞していて、トータル25種となった。
この一週間迷走した台風10号、今日は大阪に一番近い
潮岬の南に停滞していることから、探鳥会での天気の
くずれを心配したが、風がほとんどなく雨も降らず、
気温も高くないまずまずの日和で終えることができた。

Ⅳ 次回は11月3日(日祝)

今日と同じように 大阪支部HPからホームズ様式からお申し

込みください。

11月は冬鳥のカモが渡来する季節。昨年は珍鳥

←クロツラヘラサギがいました。

今年はどうでしょうか。

Ⅴ 野鳥通り変化
一年前まで「野鳥通り」と呼ばれていた樹林は、オオタカの森を残して伐採された。経緯がわかるよう4枚の写

真を示した。今年は南側の樹林も伐採される予定、シジュウカラなどの観察は厳しくなると思われる。

最近、「50年に一度、100年に一度」といわれるような水害があちこちで頻発しており、河川敷の樹木が流され

下流の橋桁に引っかかっている光景を見ることがある。

人々の安全な生活を守るために、河川敷内の樹木伐採はやむを得ない状況にある。

アオサギ コサギ
ダイサギ

カワウ ハクセキレイ

クロツラヘラサギ
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